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調査概要
本調査は、気仙沼市で暮らす⼥性の、希望する収⼊や働きやすい環境または⾃分らしい⽣活の実現に向けて、
デジタル環境・スキル、就労の現状、求められる環境やサポートを明らかにすることを⽬的としています。

調査名 ︓「気仙沼市で暮らす⼥性の仕事・⽣活・デジタルスキルに関する調査」
調査主体 ︓NPO法⼈ウィメンズアイ、気仙沼市
期間 ︓2023年8⽉21⽇（⽉）〜9⽉5⽇（⽕）
対象者 ︓気仙沼市在住の18歳〜49歳の⼥性 7082⼈（2023年7⽉31⽇時点、外国⼈を含まない）
有効送付数 ︓7062
回答数 ︓1447
有効回答数 ︓1445
回答率 ︓20.5%
調査⽅法 ︓オンライン（Googleフォーム）の⼆次元コードを回答者に郵送し、回答を収集。
  オンライン回答するための端末を持っていない⽅や、回答する際にサポートが必要な⽅に向けて
  サポートデスクを3⽇間開設。

※ 速報版と最終報告書の違いは、速報版はデジタルと仕事を中⼼にまとめたものであることに対し、本最終報告書
は全ての質問項⽬のデータをまとめたものとなっています。

※ ⾃由記述は、特に意⾒が多かった内容を抽出しています。全ての回答については本調査の集計⼀覧表からご覧
いただけます。

※ 本調査はオンライン調査であるため、インターネットが使えない⼈が回答しにくいなど、回答者に偏りが⽣じている可
能性があります。

※ 構成⽐は⼩数点以下第２位を四捨五⼊しているため、合計しても必ずしも100とはならない場合があります。
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本調査の要点①
Ø デジタル環境

• ⾃分のパソコンを持っている⼈は5割である⼀⽅、⾃⾝が使えるパソコンが⾃宅にない⼈は３割
• ⾃宅でインターネットに接続できる⼈は9割以上。そのうち、接続端末はスマホ・携帯が9割以上でパソコン

は5割のみ
• パソコンスキルを「仕事で⾝に付けた」⼈は、「正社員・正規職員」は5割、「パート・アルバイト」は2割のみ
• パソコンスキルを「学校や教室で習った」⼈は若い世代ほど多く、年代が⾼くなるほど「仕事で⾝に付けた」

⼈が多い

Ø リスキリングに関して
• デジタルやパソコンのスキルアップに興味がある⼈は7割を超え、その理由の7割は仕事に関連するもの
• デジタルやパソコンのスキルアップに興味がある⼈のうち、エクセルを使ったことがある⼈は９割弱、そのうち、
初級レベルの操作ができる⼈は6〜9割、中級は3〜5割、上級は1〜2割

• 気仙沼市であったらいいと思う講座は、「パソコンの基礎講座」、「デザイン系の講座」、「プログラミングの講
座」、「ITパスポートの資格講座」の順で多かった

• 希望する環境やサポートについては、「受講料へのサポート」、 「パソコンスキルを⽣かした資格取得のサ
ポート」 、「Wi-Fiがつながるカフェやシェアスペースが増える」、「⾃宅でできるeラーニング講座の提供」が8
割を超える

• 学ぶ際のハードルについては、「学びの時間的負荷が⼤きい」、「学びの機会がない」、「学びの経済的負荷
が⼤きい」が約５割
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本調査の要点②
Ø 仕事︓現在仕事をしている⼈

• 仕事をしている⼈は８割を超え、事務職と専⾨技術職が5割超
• 雇⽤形態は正社員6割弱、パート・アルバイト2割超だが、希望する雇⽤形態は、正社員が7割超え
• 2022年の平均年収は263.5万円、2023年7⽉の平均⽉収は、正社員20.4万円、契約・派遣等16万
円、パート・アルバイト9.5万円

• 希望する働き⽅ができる環境については、「処遇・福利厚⽣が充実している」が6割、「⾃分にとってやりがい
があると思える仕事ができる」が6割弱、同居している⼦どもがいる⼈は、上記に加えて「⼦育てや介護との
両⽴⽀援の制度が活⽤できる」が5割

• 気仙沼で仕事探しの課題については、「給料が安い」が7割、「希望する職種の求⼈数が少ない」が3割、
「⼈間関係が不安」が2割

• ⼦どもの急な預かりが必要な際、家族を頼る⼈が多い⼀⽅で、「⼦どもの預け先が欲しいが、ない」⼈が１
割強

Ø 仕事︓現在仕事をしていない⼈
• 仕事をしていない理由は、⼦育てなどのケアワークのためが4割
• 数年以内に仕事に就くことを考えている⼈は8割超。そのうち、希望する雇⽤形態は、「パート・アルバイト」

が 4割を超え、「正社員」希望の数を上回る
• 希望する働き⽅ができる環境については、パート・アルバイトを希望する⼈は、「⼦育てなどの両⽴⽀援」が
６割弱と最も多く、正社員を希望する⼈は、「⾃分にとってやりがいがあると思える仕事ができる」が6割、
「処遇・福利厚⽣が充実している」 が5割超と異なる働き⽅を希望
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本調査の要点③
Ø 職場の男⼥の地位と性別役割分業

• 職場の「男⼥の地位は平等である」は5割弱、「男性の⽅が優遇されている」は4割
• どの年齢層からも、⼥性が優遇されているという回答は1割以下
• 「職場の男⼥の地位は平等である」と感じている⼈は、理容・美容、観光業、福祉介護で多い⼀⽅で、

「男性の⽅が優遇されている」と回答しているのは、建設業、製造業（⽔産加⼯業以外）、交通・運輸、
⽔産加⼯業の順で多い

• 「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え⽅に「賛成」「どちらかといえば賛成」は2割強、「反
対」「どちらかといえば反対」は7割強

• 「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」賛成の理由は、「育児・介護・家事と両⽴しながら、妻が働
き続けることは⼤変だと思うから」が6割強、「夫が外で働いた⽅が、多くの収⼊を得られると思うから」が4割
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アンケート回答者の属性①
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今回の調査では、10代が2.1%、20代は20.9%、30代は33.1%、40代は43.8%を占めている。
対象⼈⼝と⽐べて、10代は3.3%、30代は5.7%多かったが、20代は2.4%、40代は0.2%少なかった。
結婚については既婚が55.4%、未婚が44.6%であった。
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16.9%

21.7%
22.1%
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回答者の年齢（n=1445）

結婚していない
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結婚している（事実婚を含む）
55.4%

結婚の有無（n=1445）
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出典︓住⺠基本台帳 2023年7⽉13⽇時点



41.0% 38.6%

14.6%
5.8%

1⼈ 2⼈ 3⼈ 4⼈以上

1世帯あたりの⼦どもの⼈数（n=790）

アンケート回答者の属性②
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同居している⼦どもがいると答えた⼈は54.7%、いないと答えた⼈は45.3%であった。
⼦どもの年齢は、未就学児（0歳児を含む）が30%と多く、次いで中学⽣が17.4%、⼩学校低学年が16.9%、
⼩学校⾼学年が16.3%、⾼校⽣が13.3%であった。1世帯あたりの⼦どもの⼈数は平均1.9⼈であった。

いる
54.7%

いない
45.3%

同居している⼦どもの有無（n=1445）

平均1.9⼈

6.1%
13.3%

17.4%
16.3%
16.9%

24.8%
5.2%

その他
⾼校⽣(⾼専含む)

中学⽣
⼩学⽣(4年⽣~6年⽣)
⼩学⽣(1年⽣~3年⽣)

未就学児(1歳以上)
0歳児

⼦どもの⼈数（n=1490）

※「3⼈以上」と回答したものは3で計算



アンケート回答者の属性③
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気仙沼市出⾝であると回答した⼈は73.7%、そのうち気仙沼市以外で暮らしたことがあると回答した⼈は67.7%で
あった。
また、回答者のうち震災当時気仙沼にいた⼈は 69.6%であった。

はい
67.7%

いいえ
32.3%

気仙沼市以外で暮らしたことがあるか
（n=1065）

気仙沼市
73.7%

気仙沼市以外
26.3%

出⾝地（n=1445）

はい
69.6%

いいえ
30.4%

震災当時気仙沼にいたか（n=1445）



アンケート回答者の属性④
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回答者のうち、現在在学中と答えた⼈は3.6%であった。
最終学歴は⾼校が41.6%と最も多く、次いで専⾨学校が23%、⼤学が19.4%、短⼤・⾼専が11.3%、中学が
2.8%、⼤学院・⼤学（6年制）が1.3%であった。

はい
3.6%

いいえ
96.4%

在学中かどうか（n=1445）

0.6%

1.3%

19.4%

11.3%

23.0%

41.6%

2.8%

その他

⼤学院・⼤学（6年制）

⼤学（4年制）

短⼤・⾼専

専⾨学校

⾼校

中学

最終学歴（n=1445）



デジタル環境①︓パソコンの保有状況
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46.9%

23.3%

4.9%

24.9%

パソコンの保有状況（n=1445）

⾃分のパソコンを所有しており、⾃由に使⽤することが
できる

⾃宅に家族等が所有、あるいは、共同で所有するパ
ソコンがあり、使⽤する（借りる）ことができる

⾃宅に家族等が所有するパソコンはあるが、⾃⾝の
⽤途には使うことができない

⾃分のパソコンは所有していない（パソコンが古い、ま
たは、故障などの理由から使⽤できない状態の場合
も含む）

あくまで本調査の回答者に限定されるものの、⾃分のパソコンを持っている⼈は46.9%であり、家族等から借りること
ができる⼈も合わせると、⾃宅に使⽤できるパソコンがある⼈は全体の70.2%であった。
⼀⽅で、⾃宅に⾃⾝が使えるパソコンがないと回答した⼈は29.8%であった。
<参考①> 総務省の調査によると、パソコンの保有率は東北の平均は63.4%であった。（総務省 情報流通⾏政
局 令和４年 通信利⽤動向調査報告書（世帯編） ）
<参考②> 気仙沼市の地⽅創⽣に関するアンケートによると、パソコンが⾃宅にあり使うことができると回答した⼈は
男性が75.2%、⼥性が68.1%であった。（詳しくは、本報告書 p.46）



デジタル環境②︓インターネット環境
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⾃宅でインターネットに接続できると回答した⼈は96.6%であった。
インターネット接続できると回答した⼈のうち、主な接続端末については、スマートフォン・携帯電話が96.2%と最も多
く、次にパソコンが50.9%であった。

1.7%

21.1%

31.8%

50.9%

96.2%

その他

家庭⽤ゲーム機

タブレット型端末

パソコン

スマートフォン・携帯電話

インターネットの主な接続端末
（n=1396, 複数回答）

92.1%

4.5%3.4%

インターネット環境（n=1445）

⾃宅にインターネットに接続できる回線がある（ポケットWi-Fiを含む）

⾃宅にインターネットに接続できる回線はないが、携帯等のテザリング機
能を使って接続できる
⾃宅ではインターネットに接続できない



デジタル環境③︓連絡⼿段
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連絡⼿段としてよく使うツールは、LINEが92.7%と圧倒的に多い。

5.7%

12.2%

17.5%

24.4%

35.0%

92.7%

21.6%

55.9%

20.3%

25.8%

61.6%

5.7%

72.7%

31.8%

62.2%

49.8%

3.4%

1.6%

0% 50% 100%

Facebook/メッセンジャー

電⼦メール

X（旧: Twitter）

Instagram

電話

LINE

連絡⼿段として使うツールの使⽤頻度（n=1445）

よく使う たまに使う 全く使わない



デジタル環境④︓テレワーク
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現在仕事をしている⼈のうち、テレワークの経験があると回答した⼈は16.8%であった。
<参考> 総務省の調査によると、テレワークをしたことがある⼈は 19.5%であった。（総務省 情報流通⾏政局 令
和４年 通信利⽤動向調査報告書（世帯編））
テレワークの希望については、「ぜひしたい」「興味がある」と答えた⼈が45.9%、
その⼀⽅で、「現在の仕事ではする機会がない」は40.2%、「興味がない」は14%であった。

5.1%
11.7%

83.2%

テレワークの経験（n=1232）

現在している 現在はしていないが、過去にしたことがある ない

14.4%

31.5%

14.0%

40.2%

テレワークについてどう思うか（n=1232）

ぜひしたい（引き続きやりたい） 興味がある（してみたい）
興味はない（したいと思わない） 現在の仕事ではする機会がない



6.3%
3.3%

7.9%
14.8%

24.0%
43.7%

その他
収⼊につながらないから

何を習得すれば収⼊につながるかわからないから
今の仕事では必要ないから

パソコンが苦⼿だから
特に必要性を感じないから

興味がない理由（n=366）

デジタルやパソコンのスキルアップに「興味がある」と回答した⼈は、全体の74.7%であった。
その理由としては、「今の仕事に活かしたいから」が35.6%と最も多く、収⼊アップや転職／求職活動に活かしたいを
含めると仕事関連の理由が約7割であった。
「興味がない」理由としては、「特に必要性を感じないから」が43.7%、「パソコンが苦⼿だから」が24%であった。

パソコンスキル①︓スキルアップへの興味

2.0%
3.8%

11.5%
19.2%

27.9%
35.6%

その他
パソコンを使う仕事に転職したいから

求職活動に⽣かしたいから
収⼊アップにつながりそうだから

趣味や⽇常⽣活で活かしたいから
今の仕事に活かしたいから

興味がある理由（n=1079）

はい
74.7%

いいえ
25.3%

デジタルやパソコンのスキルアップへの興味関⼼
（n=1445）
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デジタルやパソコンのスキルアップに「興味がある」と回答した⼈のうち、基本的操作である「インターネットで情報を調べ
る」「ワードなどを使って⽂章を作成する」「ファイルのコピー、⽂字や図表のコピー・貼り付けをする」「写真や⽂章などを
添付して電⼦メールを送る」について、 「できる」と回答した⼈は8割を超えた。

1.1%

2.1%

47.5%

51.6%

67.7%

84.2%

86.4%

87.4%

97.0%

いずれもできない

プログラミング⾔語を使ってコンピュータプログラムを作成する

パワーポイントなどを使ってプレゼン資料を作成する

Web会議システム（Zoom、Skype、GoogleMeet等）を使う

パソコンにプリンタやカメラなどの機器を接続する

写真や⽂書などを添付して電⼦メールを送る

ファイルのコピー、⽂字や図表のコピー・貼り付けをする

ワードなどを使って⽂書を作成する

インターネットで情報を調べる

パソコンを使ってできること（n=1079, 複数回答）

パソコンスキル②︓習得状況（全般）
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94.7%

73.7%

62.5%

48.0%

36.1%

27.5%

21.8%

18.7%

8.8%

セルの書式設定

⾜し算、引き算などの四則演算

簡易グラフの作成

知らない関数も調べれば作成できる

オートフィルタの作成

２軸グラフを作成する

データ分析をする

ピボットテーブルを作成する

簡単なマクロを作成する

エクセルのスキル（n=957, 複数回答）

デジタルやパソコンのスキルアップに「興味がある」と回答した⼈のうち、エクセルの使⽤経験が「ある」と回答した⼈は
88.7%であった。また、そのうち初級レベルの操作ができる⼈は6割を超えた。

ある
88.7%

ない
11.3%

エクセルの使⽤経験（n=1079）

パソコンスキル③︓習得状況（エクセル）

上級

中級

初級
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パソコンスキル④︓習得⽅法（雇⽤形態による差）

18

パソコンスキルをどうやって⾝に付けたのかについて、雇⽤形態別にみてみると、「仕事で⾝に付けた」と回答した⼈が
「正社員・正規職員」では48.2％であったが、「パート・アルバイト」では20.5％と、雇⽤形態によって差がみられた。

50.0%

50.0%

29.1%

52.9%

20.5%

48.2%

0% 50% 100%

その他（n=18）

会社・団体などの役員（n=14）

⾃営等（n=55）

契約・派遣等（n=85）

パート・アルバイト（n=210）

正社員・正規職員（n=533）

スキルをどうやって⾝につけたか（n=915）

仕事で⾝につけた 学校や教室で習った 独学で勉強した ⽇常⽣活の中で使って⾝に付けた その他

パート・アルバイト︓パート、アルバイト
契約・派遣等︓契約社員・嘱託、臨時職員、派遣社員
⾃営等︓⾃営業、家族従事者、内職、⾃由業/フリーランス



パソコンスキル⑤︓習得⽅法（年齢による差）

19

パソコンスキルをどうやって⾝に付けたのかについて、年齢別にみてみると、年齢層が低くなるほど「学校や教室で習っ
た」⼈の割合が多く、年齢が⾼くなるほど「仕事で⾝につけた」⼈の割合が多かった。
学校のカリキュラムに情報の科⽬が必修化された30代以下の⼈は、「学校や教室で習った」と回答した割合が40%
を超えている⼀⽅、 40代以上の⼈は20％台に留まっており、⼤きな差が⾒られた。
<参考> ⽂部科学省によると、1998年に中学校で「情報とコンピュータ」が、⾼等学校で「情報」が新設され必修
化されるなど、 情報に関する教科・内容が必修となった。（⽂部科学省 「教育の情報化に関する⼿引き」）

13.6%

26.4%

33.3%

38.2%

50.9%

46.8%

100.0%

70.4%

47.1%

44.2%

40.3%

26.3%

24.1%

0% 50% 100%

18歳〜19歳（n=18）

20歳〜24歳（n=81）

25歳〜29歳（n=140）

30歳〜34歳（n=165）

35歳〜39歳（n=186）

40歳〜44歳（n=232）

45歳〜49歳（n=237）

スキルをどうやって⾝につけたか（n=1059）

仕事で⾝につけた 学校や教室で習った 独学で勉強した ⽇常⽣活の中で使って⾝に付けた その他

※「パソコンを使ったことはない」を除く



学びに向けて①︓あったら良いと思う講座

3.2%

27.8%

37.5%

44.6%

60.9%

67.6%

その他

はじめてのパソコン講座

ITパスポートの資格講座

プログラミングの講座

デザイン系の講座

パソコンの基礎講座

気仙沼市であったら良いと思う講座
（n=1079, 複数回答）

気仙沼市であったら良いと思う講座については、「パソコンの基礎講座」が67.6%と最も多く、「デザイン系の講座」も
60.9%と6割を超えていたが、IT分野に必要な基礎知識を⾝につけたいという⼈も37.5%と⼀定数いた。
また、「プログラミングの講座」を希望する⼈について、エクセルのスキル別にみてみると、スキルが⾼い⼈ほど「プログラミン
グの講座」を希望していることがわかった。

50.2%

56.9%

60.0%

0.0% 50.0% 100.0%

初級

中級

上級

プログラミング講座を希望する⼈︓エクセルのスキル別
（n=957, 複数回答）

希望する
希望しない

20

※講座の具体的内容
パソコンの基礎講座︓ワード、エクセル、パワーポイント
デザイン系の講座︓Webデザイン、HP作成、動画作成
ITパスポートの資格講座︓IT業界に必要な基礎知識
はじめてのパソコン講座︓キーボードの使い⽅、メールの送り⽅などゼロから学べる



学びに向けて②︓障壁

学ぶうえでのハードルについては、「学びの時間的負荷が⼤きい」が53.3%と最も多く、次いで「学びの機会がない」が
49.7% 、「学びの経済的負荷が⼤きい」が47.3%であった。

17.2%

25.4%

28.1%

41.4%

47.3%

49.7%

53.3%

学んだことを実践した後の評価・フィードバックがない

周囲に学びを後押しする⽂化・雰囲気がない

学んだことを実践する機会がない

何をどのように学んだら良いのかわからない

学びの経済的負荷が⼤きい

学びの機会がない

学びの時間的負荷が⼤きい

学ぶうえでのハードル（n=1079, 複数回答）
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学びに向けて③︓希望する環境やサポート
希望する環境やサポートについては、 「とても希望する」に限ってみてみると、 「受講料へのサポート」が71.8%と最も
多く、次いで「Wi-Fiにつながるカフェやシェアスペースが増える」が51.3%、「パソコンスキルを⽣かした資格取得」が
50.5%であった。

受講料へのサポートについて、⽉収別にみてみると、⽉収が低い⼈ほど「とても希望する」割合が多かった。

21.9%

30.1%

32.5%

33.0%

42.0%

50.5%

51.3%

71.8%

35.6%

26.1%

30.0%

44.9%

40.0%

35.6%

30.9%

23.0%

0% 50% 100%

共に学ぶ仲間との出会いや学び合い

託児などの預かりサポート

ノートパソコンの無料貸し出し

オンラインで質問できるサポート体制

⾃宅でできるeラーニング講座の提供

パソコンスキルを⽣かした資格取得のサポート

Wi-Fiがつながるカフェやシェアスペースが増える

受講料へのサポート（無償、または安価）

希望する環境や求めるサポート（n=1079, 複数回答）

とても希望する 少し希望する あまり希望しない 希望しない

77.9%

74.1%

64.9%

10万円未満
（n=195）

10万円以上〜
20万円未満
（n=413）

20万円以上
（n=322）

⽉収別（n=930）

とても希望する 少し希望する
あまり希望しない 希望しない
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学びに向けて④︓希望する環境やサポート

23

「Wi-Fiがつながるカフェやシェアスペースが増える」ことを希望していると回答した⼈について、年齢別にみてみると、年
齢を問わず全体の約8割の⼈が「希望する」と回答しており、さらに年齢が若い⼈ほど 「とても希望する」と回答した⼈
の割合が⾼かった。
また、⾃宅のインターネット環境の有無に関わらず、約8割の⼈が「Wi-Fがつながるカフェやシェアスペースが増える」こと
を希望することがわかった。

72.2%

67.9%

55.7%

55.1%

53.4%

45.4%

43.4%

16.7%

23.5%

25.0%

26.9%

32.8%

32.5%

37.3%

0% 50% 100%

18歳〜19歳（n=18）

20歳〜24歳（n=81）

25歳〜29歳（n=140）

30歳〜34歳（n=167）

35歳〜39歳（n=189）

40歳〜44歳（n=240）

45歳〜49歳（n=244）

年齢別（n=1079）

53.1%

51.3%

25.0%

31.0%

0% 50% 100%

インターネットに接続できない
（n=32）

インターネットに接続できる
（n=1047）

インターネット環境別（n=1079）

とても希望する
少し希望する
あまり希望しない
希望しない

希望する環境や求めるサポート︓「Wi-Fiがつながるカフェやシェアスペースが増える」



現在の仕事①︓就業率、職業 

24

就業率は、全体の85.2%であった。
職業は、「事務」が30.8%、「専⾨的・技術的職業」が24.8%、「サービス業」が19.5%、「販売」8.6%と多様であ
るが、「事務」と「専⾨的・技術的職業」 が過半数を占めていた。

80.4%

4.8%

12.3%
2.4%

就業率（n=1445）

している

しているが休職中（育休産休含む）

今はしていないが過去にしていた

収⼊をともなう仕事をしたことはない 3.3%

0.4%

0.4%

1.7%

4.5%

6.0%

8.6%

19.5%

24.8%

30.8%

その他

農林漁業

輸送・機械運転

運搬・清掃・包装等

管理的職業

⽣産⼯程

販売

サービス業

専⾨的・技術的職業

事務

職業（n=1232）



現在の仕事②︓産業、企業規模 

25

産業は、「医療、看護」が15%、「卸売、⼩売業」が13.3%、「教育、学習⽀援業」が11.3%、「福祉、介護」が
10.9%、「公務」が10.4%と多様であった。
企業規模は「5~19⼈」が27.8%、「20~99⼈」が26.9%と多かったが、「300⼈以上」も17.4%であった。

4.4%
0.2%
0.4%
0.5%

1.2%
1.2%
1.5%
1.5%

2.4%
3.2%
3.7%

5.6%
5.9%

7.4%
10.4%
10.9%
11.3%

13.3%
15.0%

その他
不動産、リースなど

漁業
農業・畜産、林業

観光業
美容、理容
交通・運輸
情報通信業

専⾨・技術サービス
建設業

⾦融、保険業
⽔産加⼯業

製造業（⽔産加⼯業以外）
宿泊、飲⾷サービス業

公務
福祉、介護

教育、学習⽀援業
卸売、⼩売業
医療、看護

産業（n=1232）

7.3%
8.6%

27.8%

26.9%
9.7%

2.3%

17.4%
7.3%

わからない
1〜4⼈

5〜19 ⼈
20〜99 ⼈

100〜199 ⼈

200〜299 ⼈
300 ⼈以上

わからない

職場の企業規模（n=1232）



58.5%23.9%

8.7%

5.5%
1.5%

1.9%

現在の雇⽤形態（n=1232）

73.3%

14.6%

2.2%
7.5% 1.0% 1.5%

希望する雇⽤形態（n=1232）

正社員・正規職員
パート・アルバイト
契約・派遣等
⾃営等
会社・団体などの役員
その他

現在の仕事③︓雇⽤形態（現状と希望）

26

雇⽤形態について、現状と希望を⽐較してみると、「正社員・正規職員」は58.5%から73.3%へ、「パート・アルバイ
ト」は23.9%から14.6%へと変化しており、⾮正規雇⽤よりも正規雇⽤を希望している⼥性が多いことがわかった。

パート・アルバイト︓パート、アルバイト
契約・派遣等︓契約社員・嘱託、臨時職員、派遣社員
⾃営等︓⾃営業、家族従事者、内職、⾃由業/フリーランス



現在の仕事④︓収⼊

27

2022年の年収は、300万円未満が65.1%を占め、平均年収は263.5万円であった。
平均年収を雇⽤形態別にをみてみると、「正社員・正規職員」が335.4万円、「パート・アルバイト」が125.8万円、
「契約・派遣等」が214.1万円であった。
また、2023年7⽉の平均⽉収は16.8万円であったが、雇⽤形態別にみてみると、「正社員・正規職員」 が20.4万
円、「パート・アルバイト」が9.5万円、「契約・派遣等」が16万円と、パート・アルバイトが最も低かった。

15.5%
22.7%

26.9%
17.0%

8.2% 5.2% 3.2% 1.2%

10
0 万
円未
満

10
0 万
円台

20
0 万
円台

30
0 万
円台

40
0 万
円台

50
0 万
円台

60
0 万
円台

70
0万
円以

上

年収分布（2022年）
（n=1174）

平均263.5万円

平均16.8万円

163.6
341.7

171.6
214.1

125.8
335.4

その他（n=22）
会社・団体などの役員（n=18）

⾃営等（n=67）
契約・派遣等（n=103）

パート・アルバイト（n=273）
正社員・正規職員（n=691）

平均年収（2022年, 雇⽤形態別）
（n=1174 ）

14.7
19.8

10.9
16.0

9.5
20.4

その他（n=23）
会社・団体などの役員（n=18）

⾃営等（n=68）
契約・派遣等（n=197）

パート・アルバイト（n=295）
正社員・正規職員（n=721）

平均⽉収（2023年7⽉, 雇⽤形態別）
（n=1232）



現在の仕事⑤︓収⼊満⾜度

28

収⼊に満⾜している⼈（「満⾜」、「やや満⾜」）を雇⽤形態別にみてみると、「会社・団体など役員」が5割を占めた
が、それ以外の雇⽤形態では、収⼊に不満（「不満」・「やや不満」）と回答した⼈の割合が4割〜5割であった。

4.3%

33.3%

7.4%

4.7%

9.2%

8.6%

17.4%

16.7%

20.6%

16.8%

16.6%

24.7%

26.1%

16.7%

27.9%

30.8%

25.1%

22.2%

26.1%

11.1%

10.3%

29.0%

24.7%

25.1%

26.1%

22.2%

33.8%

18.7%

24.4%

19.4%

0% 50% 100%

その他（n=23）

会社・団体などの役員（n=18）

⾃営等（n=68）

契約・派遣等（n=107）

パート・アルバイト（n=295）

正社員・正規職員（n=721）

収⼊満⾜度（雇⽤形態別）
（n=1232）

満⾜している やや満⾜している どちらともいえない やや不満がある 不満がある



現在の仕事⑥︓希望する収⼊

29

1ヶ⽉あたりの増やしたい⾦額の平均は、「正社員・正規職員」と「契約・派遣等」が5.2万円、「パート・アルバイト」が
4万円であった。
収⼊を増やしたい理由としては、「貯蓄・将来への備え」と回答した⼈の割合が 、「正社員・正規職員」と「契約・派
遣等」 が47〜50%と⾼く、「家計補助」と回答した割合が⾼かったのは「パート・アルバイト」の30.9%であった。

0
50

100
150
200
250
300
350

1万
円未
満

1万
円以

上〜2万
円未
満

2万
円以

上〜3万
円未
満

3万
円以

上〜4万
円未
満

4万
円以

上〜6万
円未
満

6万
円以

上〜8万
円未
満

8万
円以

上〜10
万円

未満

10
万円

以上

1ヶ⽉あたりの増やしたい⾦額
（雇⽤形態別, n=1148）

正社員・正規職員 パート・アルバイト
契約・派遣等 ⾃営等
会社・団体などの役員 その他

39.1%

50.0%

36.2%

47.1%

35.1%

47.7%

17.4%

14.3%

22.4%

19.2%

30.9%

23.2%

0% 50% 100%

その他（n=15）

会社・団体などの役員（n=10）

⾃営等（n=80）

契約・派遣等（n=26）

パート・アルバイト（n=155）

正社員・正規職員（n=862）

収⼊を増やしたい理由
（雇⽤形態別, n=1148）

貯蓄・将来の蓄え 家計補助 ⼦どもの教育
家族との娯楽 ⾃分のため その他

5.2万円4万円



現在の仕事⑦︓希望する職場環境

30

希望する働き⽅ができる環境については、「処遇や福利厚⽣が充実している」が60.3%、「⾃分にとってやりがいがあ
ると思える仕事をすることができる」が56.6%であった。
同居している⼦どもがいる⼈は、上記に加えて「⼦育てや介護との両⽴⽀援の制度が活⽤できる」を51.1%の⼈が
希望していた。

1.4%

7.5%

8.7%

16.2%

17.0%

34.6%

37.3%

40.7%

56.6%

60.3%

その他

男⼥の区別なく昇進・昇格できる

副業・兼業ができる

フレックスタイムや在宅勤務など柔軟に働ける環境がある

⾃宅と職場が近く、混雑も少ないなど、通勤環境が良い

⼦育てや介護との両⽴⽀援の制度が活⽤できる

希望する給与が得られる

残業や休⽇出勤が少ない

⾃分にとってやりがいがあると思える仕事をすることができる

処遇や福利厚⽣が充実している

希望する働き⽅ができる環境
（n=1232, 複数回答）

全体（n=1232）
同居してる⼦どもがいる（n=691）
同居してる⼦どもがいない（n=541）

51.1%



仕事探し①︓情報源

31

仕事を探す際の主な情報源は、「ハローワーク」が71.1%と最も多く、次いで「求⼈情報サイト」が50.5%、「友⼈・
知⼈・家族の紹介」が22.6%であった。

0.6%

1.8%

2.2%

2.6%

3.7%

3.7%

4.5%

5.1%

10.4%

11.9%

16.2%

22.6%

50.5%

71.1%

その他

以前の勤務先（再雇⽤含む）

クラウドソーシング（クラウドワークス、ランサーズ等）

店頭での募集広告・ポスター

みやぎシゴトサポーター気仙沼

派遣会社・⼈材紹介会社に登録

学校の学⽣課・厚⽣課の紹介

無料の求⼈情報誌（フリーペーパー）

企業のホームページ

仕事探しをしたことがない

新聞の求⼈広告・折り込みチラシ

友⼈・知⼈・家族の紹介

求⼈情報サイト（Indeed, マイナビ, LINEバイト, doda等）

ハローワーク

仕事を探す際の主な情報源（n=1232）



仕事探し②︓課題

32

気仙沼で仕事探しする中で感じた課題は、「給料が安い」が86.6%と最も多く、「希望する職種の求⼈数が少ない」
が37.6%、「⼈間関係が不安」が25.4%であった。

3.7%
3.6%
5.0%

8.8%
9.4%
11.5%
11.7%
12.0%
12.1%

15.5%
20.7%

25.4%
37.6%

86.6%

その他
配偶者控除や社会保険などの条件がよくわからない

過去の経験やスキルが活かせない
雇⽤形態が不安定

通勤できる範囲に仕事がない
勤務時間のニーズが合わない

年齢の制限がある
企業の情報が少ない

制度の有無や取得実績がわかりづらい
経験や資格がないと希望の仕事がみつけにくい

休⽇が少ない
⼈間関係が不安

希望する職種の求⼈数が少ない
給料が安い

仕事探しする中で感じた課題（n=1017, 複数回答）

※「特にない（気仙沼で就職活動をしたことがない⽅も含む）」を除く



現在仕事をしていない⼈①︓働いていない理由

33

仕事をしていない⼈について、働いていなかった主な理由は、⼦育てなどのケアワークのためが40.3%であった。
また、数年以内に働きたいと回答した⼈は85.9%と多かった。

はい
85.9%

いいえ
14.1%

数年以内に働きたい（n=213）

ケアワークのため

18.8%

2.8%

25.4%

12.7%

7.0%

1.4%

31.9%

その他

⾃分の障害のため働いていなかった

⾃分の病気、⼼⾝の不調から働いていなかった

求職活動中、職業訓練中だった

家族の世話や介護のため働いていなかった

⼦どもを預ける場所がなく働いていなかった

家事、育児のため働いていなかった

働いていなかった主な理由（n=213）



現在仕事をしていない⼈②︓希望する雇⽤形態と収⼊

34

数年以内に働きたいと回答した⼈が希望する雇⽤形態は、「パート・アルバイト」が43.2%と、「正社員・正規職員」
の38.8%を上回った。
希望する⽉収の平均⾦額について、希望の雇⽤形態別にみてみると、「正社員・正規職員」が20.8万円、「パート・
アルバイト」が10万円であった。

38.8%

43.2%

3.3%

10.9%
3.8%

希望する雇⽤形態
（n=183）

正社員・正規職員 パート・アルバイト
契約・派遣等 ⾃営等
その他

0
5

10
15
20
25
30
35
40

5万
円未
満

5万
円以

上〜7万
5千
円未
満

7万
5千
円以

上〜10
万円

未満

10
万円

以上〜12
万5
千円

未満

12
万5
千円

以上〜15
万円

未満

15
万円

以上〜17
万5
千円

未満

17
万5
千円

以上〜20
万円

未満

20
万円

以上〜22
万5
千円

未満

22
万5
千円

以上〜25
万円

未満

25
万円

以上〜27
万5
千円

未満

27
万5
千円

以上〜30
万円

未満

30
万円

以上

希望する⽉収（n=183） 正社員・正規職員
パート・アルバイト
契約・派遣等
⾃営等
その他

20.8万円10万円



現在仕事をしていない⼈③︓希望する職場環境

35

希望する働き⽅ができる環境は、全体の中では「⾃分にとってやりがいがあると思える仕事をすることができる」が
48.6%、「処遇や福利厚⽣が充実している」が44.3%、「残業や休⽇出勤が少ない」が43.7%、「⼦育てや介護と
の両⽴⽀援の制度が活⽤できる」が42.1%と多かった。
希望する雇⽤形態別にみてみると、パート・アルバイト希望の⼈は、「⼦育てや介護との両⽴⽀援の制度が活⽤でき
る」 が57%と最も多く、正社員希望の⼈は、 「⾃分にとってやりがいがあると思える仕事をすることができる」と「処遇や
福利厚⽣が充実している」 が多かった。

5.5%

4.4%

9.3%

23.0%

25.1%

26.2%

42.1%

43.7%

44.3%

48.6%

その他

男⼥の区別なく昇進・昇格できる

副業・兼業ができる

希望する給与が得られる

フレックスタイム制度や在宅勤務制度など柔軟に働ける環境がある

⾃宅と職場が近く、混雑も少ないなど、通勤環境が良い

⼦育てや介護との両⽴⽀援の制度が活⽤できる

残業や休⽇出勤が少ない

処遇や福利厚⽣が充実している

⾃分にとってやりがいがあると思える仕事をすることができる

希望する働き⽅ができる環境（n=183, 複数回答）

全体（n=183） 正社員希望（n=71） パート・アルバイト希望（n=79）

57%

62%

53.5%



⼦どもの急な預け先

36

⼦どもの急な預け先については、家族を頼る⼈が多い⼀⽅で、「⼦どもの預け先が欲しいが、ない」⼈が13%いた。
また、「その他⼀時預かり施設」が10.2%、「ファミリーサポートセンター」が5.2%と、家族以外の預け先を利⽤してい
る⼈は少なかった。

2.6%

5.2%

10.0%

10.2%

13.0%

15.2%

18.8%

34.2%

67.4%

その他

ファミリーサポートセンター

友⼈・知⼈

その他⼀時預かり施設

⼦どもの預け先が欲しいが、ない

あなた⼜は配偶者(パートナー)の祖⽗⺟

その他の家族・親族

あなたの配偶者(パートナー)

あなた⼜は配偶者(パートナー)の親

⼦どもの急な預け先
（n=660, 複数回答）

※「⼦どもの預かりは必要ない」を除く



職場の男⼥の地位①︓年齢による差

37

職場の男⼥の地位については、年齢が若い⼈ほど、「男⼥の地位は平等である」と考える⼈が多く、年齢が⾼い⼈ほ
ど、「男性の⽅が優遇されている」と考える⼈が多かった。
どの年齢層をみても、「⼥性の⽅が優遇されている」という回答は少なかった。

23.1%

35.9%

34.2%

38.2%

38.5%

42.5%

47.6%

76.9%

52.2%

53.2%

51.3%

46.5%

45.1%

41.4%

0.0%

8.7%

8.9%

7.3%

9.9%

7.6%

7.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18歳〜19歳（n=13）

20歳〜24歳（n=92）

25歳〜29歳（n=158）

30歳〜34歳（n=191）

35歳〜39歳（n=213）

40歳〜44歳（n=275）

45歳〜49歳（n=290）

年齢別（n=1232）

男性の⽅が優遇されている 男⼥の地位は平等である ⼥性の⽅が優遇されている その他

40.6%

47.3%

8.1%
4.0%

職場の男⼥の地位について
（n=1232）



職場の男⼥の地位②︓産業による差

38

職場の男⼥の地位について産業別にみてみると、「男⼥の地位は平等である」と感じている⼈は「理容、美容」、「観
光業」、「福祉、介護」で多かった。
⼀⽅、「男性の⽅が優遇されている」と回答している⼈は、「建設業」、「製造業（⽔産加⼯業以外）」、「交通・運
輸」、「⽔産加⼯業」の順で多かった。

27.8%
13.3%

26.6%
26.9%
30.3%
33.3%

39.6%
44.5%
44.8%
46.3%

50.0%
50.0%
52.6%
54.3%

60.0%
60.9%
61.1%
63.0%
65.0%

55.6%
66.7%

55.4%
56.7%

54.1%
60.0%
49.5%

48.4%
44.8%
43.9%

50.0%
33.3%

47.4%
41.3%

40.0%
33.3%
33.3%

24.7%
22.5%

0% 50% 100%
その他（n=54）

美容、理容（n=15）
教育、学習⽀援業（n=139）

福祉、介護（n=134）
医療、看護（n=185）

観光業（n=15）
宿泊、飲⾷サービス業（n=91）
公務（国家、地⽅）（n=128）

専⾨・技術サービス（n=29）
卸売、⼩売業（n=164）
不動産、リースなど（n=2）
農業・畜産、林業（n=6）
情報通信業（n=19）
⾦融、保険業（n=46）

漁業（n=5）
⽔産加⼯業（n=69）
交通・運輸（n=18）

製造業（⽔産加⼯業以外）（n=73）
建設業（n=40）

産業別（n=1232）

男性の⽅が優遇されている 男⼥の地位は平等である ⼥性の⽅が優遇されている その他

※産業によっては、⼀部構成⽐の分⺟となるサンプル数が少ないものが含まれるため、結果の利⽤には注意を要する。



男⼥の性別役割分業に対する意識 

39

「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え⽅について、「賛成」または「どちらかといえば賛成」と回答した
⼈は24%であった。
その理由としては、「育児・介護・家事と両⽴しながら、妻が働き続けることは⼤変だと思うから」が65%、「夫が外で
働いた⽅が、多くの収⼊を得られると思うから」が41.9%と多く、⼥性の育児・介護・家事の負担、男⼥の賃⾦格差
など既存の課題が反映されていると思われる。

賛成
2.5%

どちらかといえば賛成
21.5%

どちらかといえば反対
41.8%

反対
34.3%

「夫は外で働き、妻は家庭を守る
べきである」という考え⽅について

（n=1445）

10.4%

6.9%

9.0%

37.9%

41.9%

65.0%

その他

⽇本の伝統的な家族の在り⽅だと思うから

⾃分の両親も役割分担をしていたから

妻が家庭を守った⽅が、こどもの成⻑などにとって良いと思うから

夫が外で働いた⽅が、多くの収⼊を得られると思うから

育児・介護・家事と両⽴しながら、妻が働き続けることは⼤変だと思うから

賛成の理由（n=346, 複数回答）

5.6%
15.2%

19.3%
22.4%

36.2%
53.0%

72.8%

その他
妻が働いて能⼒を発揮した⽅が、個⼈や社会にとって良いと思うから

育児・介護・家事と両⽴しながら、妻が働き続けることは可能だと思うから
⾃分の両親も外で働いていたから
男⼥平等に反すると思うから

夫も妻も働いた⽅が、多くの収⼊が得られると思うから
固定的な夫と妻の役割分担の意識を押しつけるべきではないから

反対の理由（n=1099, 複数回答）



⾃由記述①︓就労に向けた研修、雇⽤⽀援
Ø 研修のサポート

• 気軽に参加できるような研修、雇⽤⽀援があればぜひ参加したいです。⼥性の収⼊が上がり環境が変わっ
ていけば少⼦化対策にもつながり将来の気仙沼市も明るくなると思います。（30代、正社員）

• 興味があっても平⽇働いていると参加できないことが多いため、平⽇夜や⼟⽇に参加できるものが増えると
良いと思う。（40代、パート）

• ⼦供がいると、なかなか希望の仕事ができません。正社員で働きたいが、育児家事仕事の両⽴はとても⼤
変でまだできません。パソコン講座なども受講したいが、時間や⼦供の預け先などを考えると実⾏する勇気
がありません。⼦育て中の⼈でも受講しやすい講座やセミナーがあれば⾏きやすいです。（30代、パート）

Ø 雇⽤⽀援
• （略）7⽉までは東京都内のフルリモート事務を⾏なっておりましたが、現職との収⼊差は2倍程度ありま

す。収⼊をいただけるだけありがたいことではありますが、可能ならリモートの案件や求⼈を求める⽅は多いか
と思います。何かリモートワークに関するサポートや⽀援があればすごく嬉しいです︕（20代、派遣社員）

• 興味のある仕事、職場を⾒学させていただき、実際にどんな環境、雰囲気の中で仕事をしているのかを⾒
てから、職に付きたい（40代、パート）

• 資格取得〜就職まで⼀貫した⽀援が必要だと思います。（40代、正社員）
Ø 職場の待遇

• 研修は素晴らしいと思うが、やはりもともと少ない給与で蓄えがない状態で転職となるとすぐ職をみつけない
と⽣活に困る。ましてや家族がいたら養えない。⽀払いは待ってくれないので、物価も上がっていて⽀援⾦と
かもしあってもやはり参加しづらい。スキルアップすれば収⼊アップに繋がるのはわかるが、その時間すら余裕
がない⼈だっている。気仙沼全体で給与がすくなすぎる。もしくは差が激しすぎる。 （30代、正社員）

• ⼥性の産休育休に対して否定的な考えの会社が多いと感じます。制度としてはとれても、とることに対して
の罪悪感や、復帰後の対応などに不満を感じることがあります。もっと周囲が⼦育てに対して理解し協⼒す
る体制がないと、⼦育てしながら働くことは負担が⼤きいです。（30代、正社員）

• ⼦供がいても働きやすく、休みが取りやすい職場がほしい。⾏事や体調不良、保育所がやっていない時に
休みをとると上司から休むなと注意される。（20代、正社員）

40



⾃由記述②︓就労に向けた研修、雇⽤⽀援
Ø 求⼈に関する困りごと

• 40歳を過ぎて今の仕事に体⼒の限界を感じてきているが、今さらデスクワークなどの仕事はスキルもなく、年
齢制限があって就職できない。今からの年齢で再就職は雇⽤形態があわず給料が安い。それでは今から
もっとお⾦がかかる⼦育てができない。不安である。（40代、正社員）

• 気仙沼では希望の職が無く、仕⽅なく現在は⼀関で働いています。仕事を探しても⽔産関係ばかりで、障
害者求⼈も⾷品製造ぐらいしかありません。私はITパスポートの資格もあり、Officeの基本ソフト他
Illustrator等デザインの専⾨ソフト等のスキルも持ち合わせていますが、気仙沼では全く活かす機会が無く、
残念に思っています。（30代、アルバイト）

• 気仙沼では働ける職種が少なく、若者が気仙沼に戻ってこれず、気仙沼から若者が消えてしまうので困っ
ています。さらに公務員なども若者の採⽤枠を増やしてほしいです。私の周りにも採⽤枠がないため戻りたく
ても戻れない若者がたくさんいます。(20代、アルバイト）

Ø 就労のサポート
• ⼦育てをしながら⾃分らしい仕事をするサポート体制が整うとよいかと思います。（40代、正社員）
• 託児できるところや病児保育できるところを増やしてほしい。（30代、パート）
• ⼦供が⼩さいと保育所の空きがなく、働きたくても働けない。託児所などある会社が増えて欲しい。（30
代、現在仕事をしていない）

Ø デジタル以外の研修
• 就職等に有利な資格を最短で取れるや在宅ワークのやり⽅等を教えて欲しいです。 （30代、現在仕事

をしていない）
• 私は今年、介護の仕事に転職しました。しかし、気仙沼で資格取得できる研修がなく、⾊々と探してみて

も、仙台⽅⾯や⼀関まで通わないといけないような研修しかありません。⼦育てと仕事の両⽴をしながら、
介護の資格を取るならば気仙沼市内で初任者研修を受けたいです。⾼齢者が増える⼀⽅で、取っていて
意味のある資格だと思いますので、年に数回でも初任者研修を受けられる場を作っていただけたらありがた
いです。（30代、パート）

• 働く上でスキルアップができる研修などがあれば受けてみたいと思う（40代、正社員）
41



⾃由記述③︓就労に向けた研修、雇⽤⽀援
Ø 情報の発信

• 複数箇所にポスターなりネット広告なりあってもいいのかなと思う。就労⽀援、研修などがあることさえ知らな
いので...調べてもあまり出てこなかったため、前職と同じ業種へ、就職しましたが、キャリアアップなどもできたら
よかったのにとちょっと後悔しております。（30代、パート）

• 働いている⼈が、転職やスキルアップに有利になる研修などがあれば情報をもっと発信してほしい。情報源
が少ないと感じる。（40代、正社員）

• 東京に居た時に、気仙沼への転職を考えていましたが、本当に仕事の情報がなくとても困りました。結局、
ほぼ情報がないまま帰ってきました。（気仙沼に帰ってきてからハローワークに通いました。）
また、気仙沼の家賃は驚くほど⾼いです。気仙沼での給与を考えると、「誰に貸そうと思っての料⾦設定な
の︖」と正直腹が⽴つほどです。私と同じように、上記のような経験をした結果、「気仙沼に帰る」という選
択を諦めてしまう⼈も居るのでは︖と思っております。（30代、正社員）

Ø 職場での働き⽅
• 在宅ワークを⽀援する会社があって、その会社を通して業務を受ける形で在宅の仕事を受けられるとか、在

宅ワークを始めるときの相談に乗ってもらえるとか、主婦が在宅ワークを始めるのを⼿助けをする⼈がいれば、
⼥性の社会進出にも世帯の収⼊アップにも繋がると思う。在宅ワークに興味はあっても、⼀⼈でスタートで
きる⼈は少ないと思うので。在宅ワークができる⽀援をしてほしい。（30代、正社員）

• ⼦育てや介護をしながら正社員で働く事は可能であるが、シフト制の職場では困難であり、フルタイムで働
けるが勤務時間の制約があると、契約職員への雇⽤変更を余儀なくされる。柔軟な働き⽅ができるように
するべきであると思う。（30代、正社員）

• ⼦どもがいる⼈の短時間勤務などが充実してくれると助かる。⾏事に対応など。そういう会社が増えてくれる
といいが気仙沼では現実なかなか厳しい。研修で学んだとしても活かせる場所が少ない。（40代、現在仕
事をしていない）
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⾃由記述④︓就労に向けた研修、雇⽤⽀援
Ø デジタル関連の研修

• 男⼥関係なく受講できるPCスキルアップに関する講座や就労⽀援を希望します。（20代、契約社員・嘱
託）

• エクセルやワード、パワーポイントなど仕事に活かせるツールの活⽤について中級〜上級の講座があると良い
です。なかなか社内では気軽に聞ける⼈が少ないので。（30代、正社員）

• 最近の求⼈では、事務職は年齢制限があり40歳を過ぎての求職活動がとっても難しいです。特に資格も
持っていない、パソコンスキルもない…となると本当に難しいです。スキルアップの研修会などあれば、是⾮参
加したいです。（40代、臨時職員）

Ø その他
• 給与が低いのに家賃が⾼いせいで地元の⼈は実家があるから気軽にUターンして就職できるが、そうではな

い⼈や、結婚して世帯を新しく持つ⼈には⽣活しづらい街。なのでそういった⼈達を採⽤する際に⼿当てや
⽀援制度があれば良いのではないか。（30代、正社員）

• ⼥性は超初級しか学べないパソコン系や、事務系の研修などが多いのですが、それが望む形での就職につ
ながるかといえば厳しいと思う。就職できても他に⽐べて低賃⾦だったり、そもそもそんな求⼈が少ない。20
代以下の若い⽅と、30代以降の⼦育て世代ではまた違うとは思うけど、もっと実⽤的、即戦⼒になるような
研修や⽀援ができたらいいな。と思います。（30代、正社員）

• 気仙沼は昔ながらの考えで家庭は⼥性が守って当然だと考える⽅が多いように感じます。⼥性が社会で活
躍する為には家族、特に夫の理解がないと出来ないと思います。⼥性ばかりに研修や⽀援をするのではな
く、男性の理解を深める機会があれば嬉しいです。（40代、会社・団体などの役員）
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⾃由記述⑤︓気仙沼市の良いところ/好きなところ
Ø ⾃然/景観

• 海が綺麗。⾃然を⾝近に感じながら⽣活出来る。（40代、正社員）
• ⾃然が豊かで景観が美しいところが好きです。（30代、正社員）
• 綺麗な⼭と海。⾃然の中で遊ぶのは最⾼に楽しい。リフレッシュ出来る機会が増えた。（30代、現在仕事

をしていない）

Ø ⾷べ物
• お⿂が美味しい。（20代、正社員）
• ⾷材が豊富でおいしい。新鮮な海の幸が⼿に⼊れられる。⽇々の⽣活のなかで⾃然を感じられる。⽣活す

るのに必要なものはだいたいそろっている。（30代、正社員）
• 美味しくて新鮮な⾷材がたくさんあるところ（40代、契約社員・嘱託）

Ø ⼈
• ⼈が優しい⼈が多い（20代、アルバイト）
• ⼈に対してあたたかい、思いやりがある（40代、パート）
• 地域住⺠とのつながりがあること （20代、正社員）
• 友達や家族、親戚と助け合えるところ。（30代、会社・団体などの役員）

Ø 静か/穏やか
• のんびり暮らせるところ（40代、正社員）
• スロータウン（20代、臨時職員）
• 時間の流れがゆっくりしているところ（30代、現在仕事をしていない）
• のどか。⽐較的穏やか。住む環境としては良いと思う。市も⼦育て⽀援を頑張ってくれていると感じる。

（40代、正社員）

44



⾃由記述⑥︓ 気仙沼市の良いところ/好きなところ
Ø 過ごしやすい/暮らしやすい

• 治安が良い（20代、正社員）
• ⼈が多すぎず住みやすいところ（20代、正社員）
• 産まれた所、住み慣れたところだから住みやすい。新しいもの好き。（40代、パート）

Ø ⼦育て
• ⼦育て⽀援が充実している（⼀時託児のおむすびさんやモリノネさん、児童館のイベントやわくわくけせんぬ

まなど⺟達の交流の場など）（20代、パート）
• ⼩さな⼦どもがのびのびと育てる環境があるところ。（30代、正社員）
• 地域で⼦育てしてくれている（30代、正社員）
• ⼦育てしやすいまちにしようとがんばっている30〜40代の⼈が沢⼭いて、ここ数年で⼦育て⽀援団体が⼀

気に増えたこと。（30代、パート）

Ø 気候
• 夏涼しく、冬暖かく、雪も少なく、湿度も低い、⼀年を通して過ごしやすい気候。景⾊が良い。（30代、正
社員）

• 暑すぎず寒すぎず、住みやすい気候が良いところ。 漁船を⾒ると⽇本の港や世界と繋がっていることを感じ
られ、好き。海が近く、すぐ釣りをしたり、泳げるところも好き。（40代、現在仕事をしていない）

• よく晴れて空が綺麗。冬は寒さが厳しいが、雪は積もりにくい。海沿い歩くととても気持ちが良い。（30代、
⾃営業）

Ø その他
• 程よく⽥舎で不便すぎない（20代、現在仕事をしていない）
• ⽔産業が盛ん、ホヤぼーやが可愛い（30代、正社員）
• 新しい施設が増えてきているところ。出かけてみようと思うし、休みの⽇など⾏動範囲が広がると、感じていま

す。（30代、パート）
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参考︓地⽅創⽣に関するアンケート（⼀般⽤）気仙沼市、令和5年8⽉
※本調査と同じ対象年齢（18〜49歳）で⽐較しています
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(1) ⾃宅のパソコン状況
男性の⽅が⾃宅でPCを使⽤できる⼈の割合が7.1%⾼い。

75.2%

68.1%

5.9%

7.4%

18.8%

24.4%

0% 50% 100%

男性（n=101）

⼥性（n=135）
⾃宅にあり，使うことができる
⾃宅にはあるが，使うことができない
⾃宅にない

(2) ⾃宅のインターネット環境
⾃宅にインターネットにアクセスできる環境がある⼈は、男⼥ともに97%と⾼い。

97.0%

97.0%

3.0%

3.0%

0% 50% 100%

男性（n=101）

⼥性（n=135）

ある
ない
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参考︓地⽅創⽣に関するアンケート（⼀般⽤）気仙沼市、令和5年8⽉
※本調査と同じ対象年齢（18〜49歳）で⽐較しています

(3) 職種
男性は事務、管理的職業、ついで建築⼟⽊電気⼯事が多い。

⼥性は事務が突出して多い。

7
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0

0
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9
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29

96

その他

警備・保安の職業

配送・輸送・機械運転の職業

研究・技術の職業

建設・⼟⽊・電気⼯事の職業

農林業従事者

法務・経営・⽂化芸術等の専⾨的職業

漁業従事者

運搬・清掃等の職業

管理的職業

保育・教育の職業

医療・看護・保健の職業

福祉・介護の職業

販売・営業の職業

製造の職業

サービスの職業

事務的職業

⼥（n=253）
男（n=217)

（単位︓⼈）



参考︓地⽅創⽣に関するアンケート（⼀般⽤）気仙沼市、令和5年8⽉
※本調査と同じ対象年齢（18〜49歳）で⽐較しています
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81.3%

65.3% 21.2%

5.2%

9.3%

4.2%

3.4%

9.4%

0.8%

0% 50% 100%

男（n=96）

⼥（n=118）
正規雇⽤・正社員
パート・アルバイト
契約・派遣・嘱託雇⽤
⾃営等
会社役員

(4) 雇⽤形態
正規雇⽤の⼥性は65.3%であるのに⽐べて男性は81.3%と差が⼤きい。

パート・アルバイトの⼥性が21.2%を占めるのに⽐べて、男性はパート・アルバイトは0%であった。
会社役員の男性が9名いたが、⼥性は1名のみであった。

(5) 平均年収︓雇⽤形態別
正規雇⽤は、⼥性の平均年収は323.7万円、男性は444.9万円と、⼥性は男性の72.8%に留まる。

契約・派遣・嘱託雇⽤は、⼥性の平均年収は200万円、男性は410万円と、⼥性は男性の48.8%に留まる。

410
200

0
98

444.9
323.7

契約・派遣・嘱託雇⽤（n=5）
契約・派遣・嘱託雇⽤（n=10）

パート・アルバイト（n=0）
パート・アルバイト（n=25）
正規雇⽤・正社員（n=78）
正規雇⽤・正社員（n=76）

⼥性（n=111）
男性（n=83）

（単位︓万円）
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5.2%
2.1%
2.1%
13.5%
14.6%

30.2%
36.5%
42.7%

22.9%
41.7%

31.3%
45.8%
51.0%
54.2%

62.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性（n=96）

参考︓地⽅創⽣に関するアンケート（⼀般⽤）気仙沼市、令和5年8⽉
※本調査と同じ対象年齢（18〜49歳）で⽐較しています

(6) 仕事を選ぶ際に重視すること
上位4項⽬は、男⼥ともに、労働する場合の共通のニーズとして⼀致している。

続いて、⼥性は育休産休の取得や短時間労働、労働の時間の⾃由など、⼦育て中⼼のニーズが多い⼀⽅で、
男性は短時間労働は最下位で⼥性より5%ほど低く、プライベートの時間の確保や⾃分の能⼒が発揮できることを
重視している。

4.2%
4.2%
7.5%
12.5%
15.0%
19.2%
22.5%
28.3%
30.8%
36.7%

47.5%
52.5%
54.2%

62.5%
65.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Wワーク等，複数の仕事をかけもちできる
都市部で働きたい

アルバイトやパートなどでの短時間労働
OJT（職場内研修）や資格取得⽀援制度がある

男⼥で仕事の分け隔てがない
昇給・昇進制度がある

⾃分のスキルや能⼒を発揮できる仕事
残業がなく，プライベートの時間が確保できる

労働の時間帯などに⾃由がきく仕事
収⼊の⾼い仕事

産休・育児休業・介護休業が取得できる
失業がなく，安定して⻑く続けられる仕事

週休2⽇制である
有給休暇等福利厚⽣が充実している

職場内の雰囲気がいい

⼥性（n=120）

重視する やや重視する どちらでもない あまり重視しない 重視しない 不明



参考︓地⽅創⽣に関するアンケート（⼀般⽤）気仙沼市、令和5年8⽉
※本調査と同じ対象年齢（18〜49歳）で⽐較しています
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(7) 職場での男性と⼥性の働き⽅について
「働き⽅」については、男⼥ともに平等と感じている⼈が６割を占めた。

⼀⽅で、⼥性の約2割は、「男性の⽅が、給料が⾼く先に昇進している」と感じている。

13.7%

20.8%

65.3%

63.3%

3.2%

0.0%

17.9%

15.8%

0% 50% 100%

男性（n=95）

⼥性（n=120）

男性の⽅が，給料が⾼く先に昇進している
男性も⼥性も平等に働いている
⼥性の⽅が，給料が⾼く先に昇進している
その他



専⾨家コメント 本調査の意義と課題－データから⾒えること
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天童睦⼦ 宮城学院⼥⼦⼤学 ⼀般教育部教授（⼥性学、教育社会学）

Ø はじめに―本調査の意義と課題
気仙沼から新たな⼥性のエンパワーメントが始まる。「⼥性の仕事・⽣活・デジタルスキルに関する調査」はその萌芽

をもたらした。
この調査の特徴は、気仙沼市在住の18歳から49歳までの⼥性全員を対象としており、いわば⽣産・再⽣産領域

の当事者⼥性の意識を明らかにするものである。このような地域に根差した「⼥性とデジタルスキル」に関する本格的
調査は未だ多くない。
Ø 気仙沼⼥性データから⾒えること

本調査の分析結果は、気仙沼に暮らす⼥性が希望する収⼊や職種、就労環境の実情を浮き彫りにした。現在の
デジタル環境やパソコンスキルでは、回答者の⼤半が⾃宅でインターネット接続が可能であり、デジタルやパソコンのス
キルアップに興味ありとの回答は7割を超えた。デジタルスキルの基本を⾝に着けている⼥性は多く、ICT関連の技能
習得への意欲も⽰された。

つまり、⼥性たちのデジタル・スキルアップと就労への意欲・関⼼は⾼い。それに企業や⾏政がどう応えるか、また教
育・学習機会の創出が課題となる。
本調査では、⼥性の就労環境、職場環境、ケア環境で気になる点が⾒えてきた。⼀つは、賃⾦、希望する職種の少
なさ、職場の⼈間関係といった「⾃分らしい働き⽅の実現」に向けた課題である。もうひとつは、⼦どもの預け先、⾼齢
者の世話といったケアにかかわる環境の未整備である。たとえば、幼児は祖⽗⺟がみてくれるはずとの前提は、移住者
家族には無理な条件であり、⾝近な親族に頼みにくい場合もある。就労とケア保障（ケアのニーズに応える⽣活環
境）は男⼥ともに労働者の「⾃分らしい働き⽅の実現」の両輪である。



専⾨家コメント 本調査の意義と課題－データから⾒えること
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天童睦⼦ 宮城学院⼥⼦⼤学 ⼀般教育部教授（⼥性学、教育社会学）

Ø 地域⼥性の声を聴く―ジェンダー意識と地域の課題
本調査では⼥性のジェンダー平等意識の⾼さが⽰された。「夫は外、妻は家庭」という性別役割分業には4⼈に3

⼈が否定的であった。⼀⽅、「職場で男性のほうが優遇されている」と感じる割合は4割を占め、とくに年齢の⾼い世
代で⾼めである。また職場の「男⼥の地位は平等」と感じる割合は、職種による差が⾒られ、⼥性の多い職場で「平
等」の割合が⾼い。ジェンダー平等の推進は、働く⼈の尊厳、職場の信頼関係にもかかわっている。

⾃由記述では、就労については厳しい現実が浮上する。賃⾦は安く、賃貸アパートが⾼い。ICT研修を受けたとし
て、それが活かせる職がすぐあるか。⼈間関係の濃さの両義性、「男尊⼥卑的」慣習に疲れた例も読み取れる。

つまり、今後の企業・⾏政側の取り組むべき課題は、就労機会・場の創出とともに、職場や地域社会でジェンダー
平等を「常識知」にしていくことが鍵となる。

最後に、⾃由記述では気仙沼の魅⼒について尋ねた。⾃然、海の恵み、⼈のやさしさなど、地元の利点が数多く
上げられ、「⼈情味あふれる気仙沼が⼤好き」との記述もあった。移住者の記載からは、⼈が明るい、治安がよい、感
じのコミュニティなど、都市部では得難い地域特性に魅⼒があることも記された。
地域の経済活性化、環境、資源の持続可能性、ひとり⼀⼈の尊厳の尊重、その⼟台にジェンダー平等を位置づけ、
地域⼥性のエンパワーメントに向けた「⼥性とデジタル」のモデルをこの場所から始めよう。
それは「誰も取り残されない社会」をつくる、世界的課題ともつながっているのである。

〈⽂献〉天童睦⼦（2024 近刊）「地⽅⼥性とICT就労の課題―災害⼥性学の視点」宮城学院⼥⼦⼤学附
属キリスト教⽂化研究所『多⺠族社会における宗教と⽂化』No.27．
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永井裕美⼦ ⼀般社団法⼈ポテンシア代表理事、伊藤忠テクノソリューションズ（株）社外取締役

今回の調査の結果から、気仙沼市の⼥性の「デジタルスキルの習得度」と「スキルアップに対する⾼い意欲」に、⼤
変感銘を受けました。調査で、「デジタルやパソコンのスキルアップに興味がある」と答えた⽅が全体の約7割にもおよ
び、このうちの約9割はすでにエクセルの操作などのデジタルスキルの基本を習得されています。そして今後学びたい内
容についても6割が「ウェブデザイン系」、4割が「プログラミング」や「ITパスポート取得」と、今世の中に必要とされている
⾼いデジタルスキルの獲得に興味のある⽅が多くいらっしゃることがわかりました。これは「⼥性はITが苦⼿」といった通念
を⼤きく覆す結果であり、「⼥性のためのはじめてのパソコン」といったような初⼼者向けの講座だけでは、気仙沼市の
⼥性のニーズを充分満たすことができないということが浮き彫りになりました。

⼀⽅、現状の賃⾦についての厳しい状況も明らかになりました。今回の調査における気仙沼⼥性の賃⾦平均年収
は263.5万円と国税庁の「令和4年分⺠間給与実態調査」における⼥性の平均年収314万円を⼤きく下回りま
す。 デジタルやパソコンのスキルアップに興味がある理由の約7割が「仕事に活かしたい」「収⼊アップ」「求職」「転職」
など仕事や収⼊に関する項⽬であることからも、スキルを⾝につけて賃⾦を上げたいという⼥性達の切実な思いが伝
わってきます。
近年、⽇本における⼈⼿不⾜は年々深刻化が進み、パーソル総合研究所「労働市場の未来推計」（2023）に
よると、2030年には7,073万⼈の労働需要に対し6,429万⼈の労働供給しか⾒込めず、644万⼈の⼈⼿不⾜と
なると推測されています。また、⽇本社会におけるデジタル化はさらに加速されることが⾒込まれ、経済産業省の調査
によると、2030年には最⼤でIT⼈材は79万⼈不⾜になるといわれています。DXが進む状況における⼈材のスキル
のアンマッチも⽇本の労働市場における課題です。
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今後あらゆる分野においてデジタルスキルを活⽤することが求められるであろう状況において、今地⽅の⼥性があらた
なデジタルスキルを学ぶことは、キャリアを継続的に安定させ、賃⾦をアップさせていくための現実的かつ有効な⼿段で
あると考えます。デジタル関連の仕事は、時間や場所を選ばないことが多いといわれており、在宅・リモート勤務が可能
になれば、新たにより多くの⼥性が労働市場へ参⼊できるようになり、また短縮された移動時間が労働時間に転嫁さ
れることによる労働参加率向上が、⼈⼿不⾜解消の⼀助になりうるのではないかとも思います。
基本的なデジタルスキルの素地をもち更なるスキルの獲得を⽬指すモティベーションの⾼い気仙沼の⼥性達が、今後

デジタルスキルを学ぶことにより、新たなスキルと働き⽅を獲得できるよう、官庁、企業、NPOが連携してサポートをして
いくことが⼤変重要です。そして、こうした取り組みが気仙沼発⽇本における新しいモデルとなることを⼤いに期待してい
ます。
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調査実施・報告書作成にあたり、FONDATION CHANELより、助成をいただきました。
また、気仙沼市産業戦略課より多⼤なる協⼒とアドバイスをいただきました。
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